
　雪下ろし作業は、安全確保のため２人以上で行い
ましょう。やむを得ず１人で作業する場合は家族や
隣近所に声を掛けてから行いましょう。また、緊急
時の連絡手段として作業中も携帯電話等を携行しま
しょう。

　晴れた日や、暖かい日の午後は屋根の雪が緩んで
滑りやすくなります。雪解け氷や、雪が動く音にも
注意しながら作業を行いましょう。

　転落防止のための命綱を使用し、ヘルメットを着
用して頭部を保護しましょう。屋根に上がる際は、
はしごの足場をしっかりと固定しましょう。

　衣類が巻き込まれたり、転倒した際に下敷きにな
る危険性があります。詰まった雪を取り除く際にも
油断せずに、必ずエンジンを停止させましょう。

　雪下ろしは重労働です。準備運動や十分な休憩を
とるなど、体調に気を付けて作業を行いましょう。体
調が悪い場合は、無理をせずに作業をやめましょう。

　冬道でのスリップ事故が多発しています。路面の
凍結やスピードの出し過ぎに注意し、時間に余裕を
もって車の運転をしましょう。

１．作業は2人以上で！

　冬は積雪のため住宅の出入り口が狭くなり、
避難に時間が掛かることがあります。万一に備
えて、次の点に注意しましょう。

　積雪で玄関がふさがっても避難できるよう
にするため、避難口を２カ所以上確保しましょう。

　落雪や雪下ろしの際は、ホームタンクなどの
給油管の破損・脱落に注意し、給油の際は絶対
にその場を離れないようにしましょう。

　屋根の雪下ろしや除雪機での雪飛ばしをす
るときは、消火栓や防火水槽に雪をかぶせない
ようご注意ください。

●油の流出事故にご注意ください

●消火栓や防火水槽の周囲の
　除雪にご協力ください

●避難口を確保しましょう２．晴れた日ほど要注意！

３．「命綱」「ヘルメット」
　「はしごの固定」を忘れずに！

４．除雪機械のトラブルが発生したら
　エンジン停止！

５．無理な作業はやめましょう！

大曲消防署東分署　☎0187（88）2119
大曲消防署南分署　☎0187（87）8119

問 い 合 わ せ

冬の火災に要注意！

雪下ろし作業について

冬期間の交通安全について

雪下ろし作業について

冬期間の交通安全について

消防署からのお願い

①車の運転スピードは控えめにしましょう。
②車間距離は長めにとりましょう。
③急ハンドル・急ブレーキは控えましょう。
④下り坂やカーブの手前では減速しましょう。
⑤トンネルや橋の上、日陰は注意しましょう。

冬道の事故防止ポイント

雪によるによる
事故・被害事故・被害にご注意を！にご注意を！

雪による
事故・被害にご注意を！

問●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

雪による事故や被害を未然に防ぐため、次のことに注意しましょう。
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農事組合法人 大畑ファーム
　農事組合法人 大畑ファーム（細井　代表理事）は、土地改
良事業を契機とした生産対策等に積極的に取り組み、安定し
た営農の定着が進んでいるとして、東北農政局土地改良事業
地区営農推進功労者表彰を受賞しました。

おめでとうございます
活躍・表彰

（1月13日　秋田県立総合プール）

第41回
全国JOCジュニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会　秋田県予選会

第41回
全国JOCジュニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会　秋田県予選会

東北農政局土地改良事業地区
営農推進功労者表彰

■14歳男子
　  50m自由形  第1位（大会新記録）
　100m自由形  第1位（大会新記録）
　200m自由形  第1位
　坂本 春空 さん（美郷中３年）
　坂本さんは「50m自由形」「100m
自由形」「200m自由形」「400m自
由形」の４種目で、「第41回全国
JOCジュニアオリンピックカップ春季
水泳競技大会」への出場権を獲得
しています。
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